






























































I Lave& We喝釘(1991)による学習の従え方を診考にしている. しよう。
















































































































































































































































































































































































































1995年 l月 17日，阪神・ 談路地域を襲。た
兵ー庫県立舞子高等考綬現場防災科
防災教育のフロンティ7
兵庫県南部地震は倒叩人を超える尊い命を噂
い，甚大な被害をもたらした。兵庫県教育委員
会はこの阪神 ・淡路大震民の教酬をもとに，従
来の避難訓練中心白防災教育，災害発生桂の対
応型の肪提教育を超えて，命の大切さや助けあ
いのすばらしさといった，入聞としての在り方・
生き方を考える「新たな防史教育」を進めてきた。
鷲見発生から 5年桂，兵庫県立舞子高等学校に
防虫教育をすすめる「環境防見科」の設置が決
まった。それから 2年間の掴備期間を経て2凹2
年4月に 1鋼生出入学し.2叩5年3月，初めて
の卒業生を送り出した.防災教育を専門に行う
全国唯一の学科が3年半の実践でとりくんでき
たさまざま江教育活動を適して，これからの防
良教育のあり方を提案したい.
3.2 市民自リーダーを育てる環境防民科
震災前，地震の専門家は阪神聞の地震の危険
性を指摘していたという。残念ながら多くの
般市民はそんなことを知らず.r神戸には地震
がないJと信じきヮていた。行政もまさか震度
7の地震が発生するとは想定もしていなかった。
だから誰もが地震への備えを息勺ていた。そこ
にあの地震である。「ひとり一人がもう少し備え
ていれば ・・・Hもう少し耐震補強が進んでい
れば・・・」と悔やまれる。専門家と行政と市
民の章離が被害を拡大させてLまったとはいえ
ないだろうか。
今一番大切なことは，専門家と行政と市民を
つなぐことである。どんなにすばらしい紡見回
研究ι市民に理解されなければ意聴がない。
行政がどんなに防見に力を入れても，市民不在
では実効力はない。防災で大切なのは三者の聞
に存在するミッ γングリングを取り除くことな
のである。その役割を担うのは防災教育ではな
いだろうか。
今，日本各地で市民，行政，専門家が体と
江ヲて，多様な防虫教育を進め始めている。こ
れは学校関係者や尊門家，行政が阪神 ・淡路大
震災の教訓を理解し，次の~害を想定して. r減
.mJに向けて協自動し始めているからに他ならな
